1ページ、はじめに
世界で起こる大規模地震の約２割が日本で発生していると言われています。
その中でも、人口と建物が密集する東京では、大規模地震が発生すれば甚大な被害が想定されます。
東京２３区で被害が最大になるとされているのが都心南部直下地震です。
東京都の被害想定によると、この地震が発生した際、目黒区内の大部分で震度６強の激しい揺れが起こり、多くの人的被害・建物被害が発生し、ライフラインにも多大な影響が生じる可能性があります。
近年は、国内外で大規模な地震が発生しており、また、気候変動の進行に伴い、これまでの想定を上回る規模の風水害も発生し、災害の種類や被害の様相も多様化しています。
目黒区では、この被害想定や災害の傾向を踏まえ、区民の皆さまが自分ごととして防災に向き合えるよう、従前の防災行動マニュアルを改訂いたしました。
大規模災害は、私たちの命や財産を一瞬にして奪い、日常生活、地域社会、都市機能に深刻な影響を及ぼします。
しかし、正しい知識を持ち、日頃から備えておくことで、被害を最小限に抑えることができます。
災害はいつ起こるかわかりません。
だからこそ、いざというときに自分や大切なかたの命を守るために、今日からできる備えを一緒に進めていきましょう。
